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要   約 
2002 年 10 月に青森県～茨城県沖の水深 150～900m で着底トロールによる調査を行い、面

積－密度法により資源量を推定した。漁獲対象サイズの資源量は 9,283 千尾、1,888 トンで、

尾数、重量ともに 1996 年とほぼ同じ値となった。2002 年漁期の加入量は少ないが 2003 年は

多いと推定され、資源水準は中位で、横ばい傾向と判断した。雌ガニの資源量を現状の水準に

維持し、全体の資源量を減少させないことを管理目標とし、ＡＢＣ算定のための基本規則（ル

ール）の１－３）－（２）に基づき、Ｆlimit＝Ｆsim×β1、Ｆtarget＝Ｆlimit×αとし、β1

＝１、α＝0.7 としてＡＢＣを算出した。 
 

 2004 年 ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合 
ABClimit 220 トン Ｆsim 0.07 6.5％ 

ABCtarget 150 トン 0.7Ｆsim 0.05 4.5％ 
Ｆ値は完全加入年齢（漁獲対象資源）における値。 
ＡＢＣは 10 トン未満を四捨五入した値。 
 
年 資源量（百トン） 漁獲量（トン） 漁獲割合 Ｆ値 

2001 12 120 10.0％ 0.08 
2002 19 149 8.0％ 0.09 
2003 30    
2001 年、2002 年の資源量は各年 10 月のトロール調査結果から得られた値で、

漁獲対象資源量。2003 年資源量は 2002 年資源量からの予測値で 100 トン未満を

四捨五入した値。漁獲量は漁期年（12 月～翌年３月）で集計。 
 
（水準・動向） 

水準：中位  動向：横ばい 
 
１．まえがき 

太平洋北部（北海道を除く）では、ズワイガニは主に沖合底びき網漁業（以下沖底と称する）

により漁獲されている。1995 年以降の漁獲量は 102～354 トンで、日本海やオホーツク海と比

較して少ないが、福島県では重要な資源の１つであり、太平洋北部海域（北海道を除く）で漁

獲されるズワイガニの 80％程度を占める。そのため、稚ガニが多数生息する場所での操業の自

粛や、１隻１航海あたり水揚量の制限、操業期間の短縮などの自主規制処置を漁業者自らが講

じている。  









  

源尾数の経年変化を雌雄別に示した（図６）。 
雄の甲幅の範囲は 15～130mm で、年による大きな差は見られない。しかし、1996 年は 35mm

と 65mm および 85mm モードの 3 峰型、1997 年のモードは 60mm、1998 年は 35mm がモー

ドであるなどモードや主体となる体長範囲が年によって異なっている。 
雌はどの年においても甲幅 55～85mm のものが中心で 75mm 前後がモードである。また、

雌雄とも 40mm 前後の個体数は 1996 年、1998 年、2001 年に多かったが、そのほかの年は極

端に少ない。このことからこの海域のズワイガ二の加入は不安定である可能性も考えられる。 
（４）資源量の推移 

2002 年 10 月における資源量は全体で 27,886 千尾（CV ：雄 0.28、雌 0.26）、3,419 トンで

あった。そのうち漁獲対象となる成熟雌ガニと甲幅 80mm 以上の雄ガニを合わせた漁獲対象資

源量は 9,283 千尾、1,888 トンで、1996 年以降は 1,200～3,000 トンで変動している（表１）。 
2003 年に加入すると考えられる 2002 年の甲幅 60～80mm の資源尾数は過去最高で、2004

年に加入すると考えられる甲幅 40～60mm の資源尾数も比較的多い（表２）。したがって 2004

年までの加入状況は良好であると予想される。 
（５）資源水準・動向の判断 

面積－密度法によって推定した資源量は変動しているが 1996 年以降の全体傾向としてはほ

ぼ横ばい状態で（図７）、最近の沖底の CPUE も安定していることから水準は中位で動向は横

 

   

  

甲幅 性別 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

40-60mm 雄 2,175 1,602 1,525 2,468 621 3,425 3,043

雌 2,612 2,197 1,238 1,835 473 2,839 1,943

60-80mm 雄 4,406 3,050 1,126 2,422 2,143 640 5,071 3,197

雌 1,129 1,998 802 2,267 1,281 263 5,648 1,452

表２．甲幅 80mm 未満の未成熟個体数（千尾）

※2003 年の 60～80mm の個体数は N 年の 40～60mm と翌年の 60～80mm 個体数の関

係からから推定した値 

表１．面積密度法によって推定されたズワイガ二の資源尾数・重量 

※1995 年は雌雄合計の値のみ 

ズワイガニ全体
1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002

尾数 雄 14,219 8,094 8,083 10,223 9,967 8,212 13,575 千尾
雌 10,231 8,675 9,645 12,347 6,034 6,780 14,311

重量 雄 2,024 1,134 1,112 1,579 2,460 964 1,928 トン
雌 948 903 1,059 1,519 749 572 1,491
尾数計 15,434 24,449 16,768 17,728 22,570 16,001 14,992 27,886 千尾
重量計 2,111 2,972 2,038 2,171 3,098 3,210 1,536 3,419 トン

漁獲対象資源（甲幅80ｍｍ以上の雄および成熟雌ガニ）
1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002

尾数 雄 - 4,986 2,641 2,434 3,455 6,384 2,355 3,084 千尾
雌 - 4,662 3,626 6,111 7,886 4,201 2,819 6,198

重量 雄 - 1,470 900 845 1,033 2,303 730 1,017 トン
雌 - 753 547 958 1,212 632 447 871

尾数計 - 9,648 6,267 8,545 11,340 10,586 5,174 9,283 千尾
重量計 - 2,223 1,447 1,803 2,245 2,935 1,177 1,888 トン
漁獲量 354 283 302 148 200 107 120 149 トン
漁獲割合 - 12.7 20.9 8.2 8.9 3.6 10.2 7.9 ％









  

2003 年（2002 年当初） Fsim  160 110  ♀資源の現状維持 

2003 年（2003 年再評価） Fsim  200 140  ♀資源量 520 

※2003 年の資源量は採集効率を 0.3 として再計算した値。 
2002 年の再評価および 2003 年の ABC は漁期年（12～3 月）の値、2002 年当初

の ABC の( )内の数値は漁期年の値に修正したもの。 
 
2002 年（2002 年再評価）では、2001 年漁期の漁獲量と資源量推定値を用い、漁期後の雌資

源量を 2002 年漁期後程度(300 トン)に維持することを管理目標として ABC を算定した。2002
年（2003 年再評価）については、2002 年漁期の資源量推定値を用い、漁期後の雌資源量を 1996
～2002 年の平均値程度(520 トン)に維持することを管理目標として算定した。2002 年再評価、

2003 年再評価ともに動向予測において 2002 年以降の F を一定とした。 
2003 年（再評価）では、動向予測の際に 2002 年の漁獲量および資源量推定値を当てはめた。

2002 年（当初）では、漁獲対象資源量は 1,100 トン（採集効率 0.3 として再計算した値）と予

測されたが、2002年のトロール調査での資源量推定値は約 1.7倍の 1,900トンとなった。また、

2002 年の調査結果から予測された 2003 年の漁獲対象資源量は、3,000 トンと当初の予測の 2
倍近い値となった。再生産を考慮して現状程度の雌ガニ資源量を維持し、資源全体を現状より

減少させないことを管理目標とし、維持すべき雌ガニ資源量の下限を 1996～2002 年における

漁期後の雌ガニ資源量の平均値（520 トン）とした。 
2003 年以降の F を変化させ、漁期後の資源重量の動向を見たその結果、2003 年の漁獲量を

200 トンとし、以降同じ F 値で漁獲を行うと仮定すると、漁期後の雌ガニ資源量は 520 トン程

度、雌雄合計の資源量は 2,600 トンでそれぞれ安定する。 
以上より 2003 年（再評価）の ABClimit を 200 トンとした。2003 年以降の動向予測におい

て加入量および F を一定としていることから安全を見込んでα＝0.7 とした。 
 
７．ABC 以外の管理方策への提言 

甲幅８cm 未満の雄ガニと腹節の内側に卵を有しない雌ガニの採捕の周年禁止等、規制を徹

底するとともに漁期（12 月 10 日～翌年 3 月 31 日）以外の混獲を避けることが必要である。

また、ズワイガニの再生産に重要である雌ガニの保護策について検討する必要がある。 
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補足資料１ 
・調査船調査 

調査名：底魚類資源量調査 
調査期間：一次航海  平成 14 年 10 月２日～14

年 10 月 15 日（14 日間） 

二次航海 平成 14 年 10 月 17 日～14 年 11 月１日

（16 日間） 

調査海域及び調査点配置：調査海域図参照 
 
・資源量推定方法 

上記調査船調査で得られたズワイガニの採集個体

数、体長組成から面積―密度法により資源量（尾数、

重量）を推定した。トロール網の身網の採集効率(Q)
は、曳航式深海ビデオカメラによる観察と着底トロ

ールの漁獲試験の結果から 0.3 とした（渡部ほか 

印刷中）。なお、採集効率は袖網間隔内の生息尾数に

対する漁獲尾数の比で示される。 
ズワイガニでは、最終脱皮後、成熟した雄ガニの

はさみ(鋏脚)が大きくなるため、甲幅とはさみの大

きさの比から成熟・未成熟の判別が行える。また、

雌では成熟すると腹節が大きくなるため、腹節の大きさから熟度が判別可能である。 
これらの結果から、雌雄別体長別に資源尾数および重量を推定した。 
2004 年の ABC の算出には、2002 年 10 月の資源量をもとに 2002 年漁期と 2003 年漁期の

漁獲量を考慮して動向を予測する必要がある。2002 年漁期の太平洋北区におけるズワイガニの

TAC は 299 トンであるが、近年の漁獲量は TAC を大きく下回っているため、2003 年漁期の漁

獲量は 2002 年と同じ 150 トンと仮定した。 
ABC 算定のための概念を下図に示す。 

ズワイガニの漁期は 12～３月の４ヶ月である。ここでは近似的に４ヶ月の中間、すなわち２

月１日にパルス的な漁獲がある場合の以下の式を用いた。 
 

Nt+1=Nt*exp(-M)-Ct*exp(-5M/6) 

Ct=Nt*exp(-M/6)*(1-exp(-F)) 
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付表１ 2004年の漁獲量の変化による漁期後ズワイガニ♂資源量の動向（2004年漁獲量からのFを2005年以降のFとした場合）
2004年漁獲量
とF値

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

0（F=0） 701 1321 1833 2079 2248 2387 2500 2593 2669 2731 2782 2824 2858 2886

50（F=0.016） 701 1321 1805 2021 2165 2280 2373 2449 2509 2558 2597 2629 2655 2675

100（F=0.032) 701 1321 1777 1964 2083 2178 2252 2312 2359 2397 2426 2450 2469 2483

200（F=0.063) 701 1321 1720 1853 1927 1983 2027 2060 2086 2106 2121 2133 2142 2149

220（F=0.069) 701 1321 1709 1831 1896 1946 1984 2014 2036 2053 2066 2076 2083 2089

250（F=0.079) 701 1321 1692 1798 1851 1892 1922 1945 1962 1976 1986 1993 1999 2003

付表2 2004年の漁獲量の変化による漁期後のズワイガニ♀資源量の動向（2004年漁獲量からのFを2005年以降のFとした場合）
2004年漁獲量
とF値

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

0（F=0） 595 828 777 767 758 751 746 741 738 735 732 730 728 727

50（F=0.016） 595 828 765 745 730 717 707 698 692 686 682 678 676 673

100（F=0.032) 595 828 753 724 702 684 669 658 649 642 636 631 628 625

200（F=0.063) 595 828 729 683 648 621 600 584 571 562 555 549 545 541

220（F=0.069) 595 828 725 675 638 609 587 570 557 547 540 534 530 527

250（F=0.079) 595 828 718 663 622 591 568 550 537 526 519 513 509 505

付表３ 2004年の漁獲量の変化による漁期後のズワイガニ資源量の動向（2004年漁獲量からのFを2005年以降のFとした場合）
2004年漁獲量
とF値

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

0（F=0） 1296 2149 2610 2846 3007 3138 3246 3334 3407 3466 3514 3554 3587 3613

50（F=0.016） 1296 2149 2570 2767 2894 2997 3080 3147 3201 3244 3279 3308 3330 3349

100（F=0.032) 1296 2149 2530 2689 2785 2861 2922 2970 3008 3038 3062 3081 3096 3108

200（F=0.063) 1296 2149 2450 2536 2575 2604 2627 2644 2658 2668 2676 2682 2687 2690

220（F=0.069) 1296 2149 2434 2506 2534 2555 2571 2584 2593 2600 2606 2610 2613 2616

250（F=0.079) 1296 2149 2409 2462 2474 2483 2490 2495 2499 2502 2504 2506 2507 2508


